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15世紀ロンドンの国王入市式
－ヘンリ6世の入市式（1432年）とマーガレット・オヴ・アンジューの 
入市式（1445年）を中心に
上　野　未　央
はじめに 
　入市式とは、中近世のヨーロッパで、王侯が都市に入る際に、彼らを迎えるために行わ
れた儀式である。入市式に際しては、都市がページェント（パジェント）を用意し、舞台を
設置して音楽やパフォーマンスによって入市者を迎えた。国王の戴冠や凱旋にともなって
行われることが多かった国王入市式については、これまで数多くの研究が行われてきた。
入市式で演じられたページェントのイメージの解読や、王権や都市にとっての入市式の政
治的な意味などについての研究である1。
　本稿で取り上げるのは、ロンドンで行われた、ヘンリ6世の1432年の入市式と、彼の妃
となったマーガレット・オヴ・アンジューの1445年の入市式である。この２つの入市式に
関しては、その様子を描写した英詩が残されている。そのために、ロンドンで行われた他
の入市式や、市長の就任にともなう行列（Mayor’s Riding）と比べると、ページェントの様
子が比較的再現しやすい。そのため、これまでに、ページェントで提示されたイメージを
読み解く研究や、ページェントに込められた都市当局の政治的意図に着目した研究が行わ
れてきている2。ページェントで何が演じられたかということに最大の関心が払われてき
1 入市式を取り上げた最近の主な研究を以下に挙げておく。Lancashire, A., London Civic Theatre: City 
Drama and Pageantry from Roman Times to 1558 (Cambridge, 2002); Kipling, G., Enter the King: 
Theatre, Liturgy and Ritual in the Medieval Civic Triumph (Oxford, 1998); 鵜川馨「イングランド王国
の戴冠式と都市ロンドン」早稲田大学『西洋史論叢』第29号（2007）、pp. 111-20; 小山啓子『フランス・ル
ネサンス王政と都市社会―リヨンを中心として』（九州大学出版会、2006）; 河原温「15世紀フランドルに
おける都市とブルゴーニュ公権力－フィリップ善良公のブルッヘ「入市式」（1440年）を中心に」渡辺節
夫編『ヨーロッパ中世の権力編成と展開』（東京大学出版会、2003）、pp. 361-86; 菅原未宇「エリザベス一
世の入市式における都市支配層の戦略」『比較都市史研究』20-2(2001)、pp. 25-37; 梁川洋子「中世後期イ
ングランドの国王入市式と王権」『史遊』7(1999)、pp. i-xxii; 井内太郎「国王の身体・儀礼・象徴―テューダー
絶対王政期における国王権力の象徴過程」岡本明編著『支配の文化史―近代ヨーロッパの解読―』（ミネ
ルヴァ書房、1997）、pp. 14-40.
2 Bryant, L. M., ‘Conﬁgurations of the Community in Late Medieval Spectacles: Paris and London during 
the Dual Monarchy’, in Hanawalt, B. A. and Reyerson, K. L. eds., City and Spectacle in Medieval Europe 
(Minneapolis, 1994), pp. 3-33; McKenna, J. W., ‘Henry of England and the Dual Monarchy: Aspects of Royal 
Political Propaganda, 1422-1432’, Journal of the Warburg and Courtauld Institutes 28(1965), pp. 145-62.
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ているといえるだろう。しかし、これらの入市式に関しては英詩以外にも記録が残されて
いる。年代記やロンドン市の『レター・ブック』（Letter-book）に加え、これまでロンドン
の入市式研究ではほとんど注意が払われてこなかった同業組合の会計記録にも、入市式に
ともなう出費が記録されている。本稿では、これらの史料にも目を向け、ページェントだ
けでなく、入市式の準備や、国王を迎えに行く行列についても考えてみたい。
　まず、これらの国王入市式を再現するために利用できる史料群を整理する。そのうえで、
2つの入市式を、限られた史料からではあるが、再現することをこころみる。その際、入市
式の準備から、国王の出迎え、当日のページェントまでを一連の流れとしてとらえる。そ
れにより、これらの入市式の特徴を明らかにするとともに、15世紀ロンドンにおいて国王
入市式が市民たちにとってどのような意味を持っていたのかということについて若干の考
察を加えたい。
1　史料について
　ヘンリ6世の1432年の入市式、マーガレットの1445年の入市式を研究する際に用いられ
てきた史料として最も頻繁に利用されてきたのは、それぞれの入市式の様子を描いた英詩
である。
　ヘンリ6世の入市式に関しては、ベリー・セント・エドマンズのベネディクト会修道院
の修道士で詩人のジョン・リドゲイトによる英詩がある3。537行からなる、この長大な英
詩は、ヘンリ6世の1432年の入市式を再現するための最も重要な史料として用いられてき
た。しかし、リドゲイト本人が実際に入市式を見て、この詩を作ったと断言できるわけで
はない。それは、リドゲイトが、ロンドン市の書記官（the common clerk）4ジョン・カー
ペンターの働きかけを受けて、この英詩を執筆したと考えられるためである。カーペンター
によるラテン語の記録が残されている5。
　リドゲイトが、カーペンターからの働きかけを受けて英詩を執筆したと考えられるのは、
彼が宮廷だけでなく、ロンドンの市民たちと交流を持っていたためでもある。リドゲイト
は、ヘンリ6世をはじめとする国王宮廷の人々のために詩を書いただけでなく6、ロンドン
3 MacCracken, H. N. and Sherwood, M. eds., John Lydgate: The Minor Poems, Early English Text 
Society, Original Series, 192 (Oxford, 1934), pp. 630-48.
4 The common clerkとジョン・カーペンターについては以下参照。Barron, C., London in the Later 
Middle Ages: Government and People 1200-1500 (Oxford, 2004), pp. 185-88.
5 Riley, H. T., ed., Munimenta Gildhallae Londoniensis: Liber Albus, Rolls Series 12, vol. 1(London, 1859), 
pp. 457-64. 
6 リドゲイトは、1429年のヘンリ6世の戴冠式に際しても詩を書いている。Pearsall, D., John Lydgate 
(London, 1970), pp. 170-71.
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の服地商の同業組合と金銀細工商の同業組合のために「マミング」（mumming）という詩
を書いたことでも知られる。これらの詩は、1430年前後に開催された、これらの同業組合
の年次集会で、それぞれ、パフォーマンスにあわせて歌われたと考えられている7。またカー
ペンターは、リドゲイトに、フランス語の詩「死の舞踏」（Danse Macabre）を英語に翻訳
するように依頼し、その「死の舞踏」は、1430年頃セント・ポール大聖堂に、生者が骸骨に
手を引かれて踊る様子を描いた絵画「死の舞踏」とともに書かれた8。リドゲイトは、国王
宮廷とロンドンの市民たち、市の書記官ジョン・カーペンターとも交流を持っていたので
ある。
　1432年のヘンリ6世の入市式に関してカーペンターが書いたラテン語の記録は、ロンド
ン市の『レター・ブック』中に書写された。この記録とリドゲイトの英詩を比べると、その
内容はほぼ同一で、ページェントの登場人物も全て一致する。カーペンターは、市長から
王への挨拶は英語で書いているが、それは当日の市長の挨拶そのものが英語で行なわれた
ためと考えられる。この挨拶は、リドゲイトの詩に、ほぼそのまま書かれている。また、カー
ペンターは、それぞれのページェントに付けるラテン語の表題を示している。リドゲイト
はこのラテン語の表題を英語で示し、数行の説明も付け加えた。しかし、入市式当日には、
ラテン語の表題は提示されるだけで、声に出して読み上げられることはなかった。ラテン
語の表題をリドゲイトが英語に訳したということは、リドゲイトがこの入市式を実際には
見ていなかったということであるとゴードン・キプリングは述べる9。リドゲイト本人が入
市式を目撃したかどうかは分からないが、カーペンターが伝えた内容を、リドゲイトが英
詩のかたちにまとめた可能性は高い。そこには、入市式を英語で記録し後世に残したいと
いう、ロンドン市当局の意図があったと考えられる。したがって、この英詩には、入市式当
日の様子が忠実に描写されているというよりは、都市当局の「記録に残したい」という意
図にそったかたちの入市式が描かれているといえるだろう。このリドゲイトの英詩は複数
の年代記に書写され、現在まで伝えられることになった10。
7 Ibid., pp. 184-85.
8 Ibid., p. 177.
9 Kipling, Enter the King, p. 143. 
10 リドゲイトの詩が引用された年代記は以下の通り。Thomas, A. T. and Thornley, I. D. eds., The Great 
Chronicle of London (London, 1938), pp. 156-70; Kingsford, C. L. ed., Chronicles of London (Wakeﬁeld, 
1977), pp. 97-116; Fabyan, R. and Ellis, H., eds., The New Chronicles of England and France (London, 
1811). リドゲイトの詩を引用していない年代記もある。Brie, F. W. D. ed., The Brut or The Chronicle of 
England, Part 2, Early English Text Society, Original Series 136 (1908, rep. 1987), pp.461-64; Gairdner, 
J. ed., The Historical Collections of a Citizen of London in the Fifteenth Century, Camden Society, New 
Series 17 (1876), pp. 173-75. 
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　1445年のマーガレットの入市式に関しては、作者不詳の英詩が残されている11。この詩
は、20世紀初頭に発見され、当初はリドゲイトの作であると考えられていた。ロンドンの
好古家ジョン・ストウが、1592 年に刊行したAnnales of Englandの中で、マーガレットの
入市式について、リドゲイトにより書かれた詩があると述べていたためである12。しかし
最近の研究では、この英詩がリドゲイトの作品である可能性は低いとされている13。
　このマーガレットの入市式の詩が書かれた写本では、ページェントが行なわれた場所が
「見出し」（heading）として書かれ、その下にその場所で歌われた言葉が書かれているとい
う14。そのため、この詩は「台本」（stage direction）であった可能性が指摘されている15。た
とえば「サザックのロンドン橋の入り口」という見出しのある部分の最後には、「ようこそ、
ようこそ、ようこそ」と書かれているが、この言葉の上には、詩を書写したのと同じ人物の
手で「心から、言葉で、行動で」とト書きのように書かれている16。
　ヘンリ6世の入市式に関する詩は、入市式を記録するという意図で書かれたと考えられ
るのに対し、マーガレットの入市式に関する詩は、入市式前に準備された「台本」であった
可能性がある。現存する他の年代記にも、この英詩は記録されることはなかった。最近の
アン・ランカシャーの研究でも、ヘンリ6世の入市式の英詩が年代記に記録されたのに対
し、マーガレットの入市式に関する英詩は年代記に書写されなかったことが指摘されてい
る17。年代記作者たちは、自ら重要だと判断した事柄を記録していたと考えられ、その中で
マーガレットの入市式の重要性が低かった可能性は否定できないが、この詩そのものが、
年代記に書写されるべく書かれたものではなかったためではないかとも考えられる。
　ほかには、市の『レター・ブック』にも、ヘンリ6世、マーガレット・オヴ・アンジューの
入市式の関連記事が収められた。年代記や英詩とともに、ページェントの内容を知るため
の重要な史料として用いられてきている。
11 この詩は、カールトン・ブラウンによって大英図書館MS. Harley 3869中に発見され刊行された。Brown, 
C., ‘Lydgate’s Verses on Queen Margaret’s Entry into London’, Modern Language Review 7 (1912), pp. 
225-34.
12 Ibid., p. 231.
13 マーガレットの入市式に関して、リドゲイト作の詩があると述べたのはストウのみであり、ストウ自身、
この詩を著作中で引用してはいない。そのため、現存する詩がリドゲイトの作であるかどうかは分から
ない。リドゲイトが作成した別の詩が存在した可能性も否定できない。
14 Brown, ‘Lydgate’s Verses on Queen Margaret’s Entry into London’, p. 225.
15 Kipling, G., ‘The London Pageants for Margaret of Anjou: A Medieval Script Restored’, Medieval 
English Theatre 4 (1982), pp. 5-27. キプリングは、入市式の経路に照らし合わせ、現存する写本に書かれ
た詩節の並び方が不自然であると指摘し、「オリジナル」の詩に近いものを示した。
16 Brown, ‘Lydgate’s Verses on Queen Margaret’s Entry into London’, p. 226.
17 Lancashire, London Civic Theatre, p. 279. 
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　その一方で、ロンドンの同業組合の記録には、ページェントの様子は記されていないが、
入市式のためにかかった費用が書かれている場合がある。これまでに筆者が行なったロン
ドンの同業組合の刊行史料の調査により、ヘンリ6世の入市式に関しては食料品商の同業
組合の会計記録が残っていることが分かった。また、マーガレットの入市式に関しては、
金銀細工商の同業組合と、仕立商の同業組合が会計記録を残している。金銀細工商の同業
組合の記録には、マーガレットの入市式に関連して、ヘンリ6世から当該組合に宛てた手
紙の写しも収められている。
　年代記や英詩が、入市式当日のページェントを再現するのに適しているのに対し、同業
組合の記録は、市民が入市式にどのように関わったかということをうかがい知るために有
効な史料である18。
　以下、ここまで述べてきた史料を利用して、入市式の準備から当日までの一連の流れを
追っていく。
２　ヘンリ6世の入市式
　国王入市式は主として戴冠や凱旋などの機会に行われたが、1432年のヘンリ6世のロン
ドン入市式は、戴冠式をともなうものではなかった。ヘンリ6世はその前、1431年12月に、
パリで戴冠されたのである。1432年の入市式は、パリで戴冠されたヘンリ6世のイングラ
ンドへの帰還を祝うものであった。『レター・ブック』には、1431年12月のパリ入市式に
ついての記載がある。このことから、市参事会が、パリでどのような入市式が行われてい
たかという情報を事前に得ていたことが分かる19。
　1432年１月、ヘンリ6世がロンドンへ来る日が近付くと、市参事会は、王に1000ポンド
を贈ることを決めた。しかし、市当局には1000ポンドを出費するだけの余裕がなく、チェ
ンバレンであったジョン・ベデレンデン（John Bederendene）がこの分を貸与した20。また、
市壁や建物を修復する必要があったため、市長ジョン・ウェルス（John Wells）は、市外に
居住し市民の資格を希望する者たちに、修復のための特別税を払うように求めた21。
　『レター・ブック』によれば、1432年2月21日、市長と24人の参事会員、シェリフ、市民
たちが、ロンドン郊外のブラックヒースまで国王を迎えに出向いた22。リドゲイトの英詩
18 残念ながら、本稿で取り上げる入市式に関して、ページェントをどのように準備したのかということを
示す史料は、筆者の調査では確認できていない。
19 Sharpe, R. R. ed., Calendar of Letter-Books of the City of London, Letter-Book K (London, 1911), pp. 
135-37. 
20 Ibid., p. 134. 
21 Ibid., pp. 131-32. 
22 Ibid., p. 138.
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では、ヘンリ6世がフランス王となりイングランドへ戻ってくるということが語られた後
で、第5詩節から第8詩節まで、市長と市民たちが馬に乗って国王を迎えに行った様子が描
写されている。市長、シェリフ、参事会員、市民たち、外国人（ジェノア人、フィレンツェ人、
ベネティア人、ハンザ商人）の順に、行列に加わった人々に言及された。市長は赤いベルベッ
ト（red velvet）、参事会員は毛皮付きの赤 （scarlet） の衣装を着ており、その他の市民たち
は白いお仕着せを身につけていたという。外国商人たちの衣装は記されていない。馬に乗っ
てブラックヒースに到着すると、彼らは道の両端に並んで王の到着を待ったという23。
　ローレンス・ブライアントによれば、市長と参事会員が異なる衣装を身につけていたと
いうことが記録されるのは、イングランドの国王入市式ではこれが最初である。それまで
のロンドンの入市式では、市長も参事会員も、どちらも赤い衣装を身につけていたと記さ
れるだけであったとブライアントは指摘する24。市長、参事会員、その他の市民たちが、そ
れぞれ異なる衣装を身につけたことで、指導者層の階層が目に見えるかたちで示されたと
いえるだろう。ヘンリ6世に対してだけでなく、行列に加わった市民たちやこの行列を見
る人々に対しても、市の指導者層の階層を明確に示すこととなったと考えられる。
　また、国王を出迎える行列に加わった市民たちの衣装には、刺繍がほどこされていたと
英詩は伝えている。食料品商の同業組合の記録によると、彼らはこの入市式のために、頭
巾に新たに刺繍を入れることにした25。さらに、食料品商の同業組合は、この入市式のため
に18人のミンストレル（楽師）を雇い、頭巾の刺繍の代金と合わせて10ポンド13シリング
4ペンスを支払ったと記録している26。これらのミンストレルは、国王を出迎えに市外へ赴
く行列に加わった。食料品商の同業組合は、市長の行列や同業組合の年次総会に際して、6
人から8人のミンストレルを雇っていたことを考慮に入れると、ヘンリ6世の入市式に関
して雇用したミンストレルはかなり多かったといえる27。これまでの筆者の調査では、他
の同業組合の会計記録には、1432年の入市式に関する記録は見つかっていないが、他の同
23 MacCracken and Sherwood eds., John Lydgate: The Minor Poems, pp. 631-32.
24 Bryant, ‘Conﬁgurations of the Community in Late Medieval Spectacles: Paris and London during the 
Dual Monarchy’, pp. 3-33, esp. p. 18.
25 Kingdon, J. A. ed., Facsimile of the First Volume of MS. Archives of the Worshipful Company of 
Grocers, A.D. 1345-1463 (London, 1883-6), vol. 2, pp. 213-15.　この出費によって、当時の食料品商同
業組合の財政はより逼迫したものになった。食料品商同業組合については以下参照。Nightingale, P., A 
Medieval Mercantile Community: The Grocers’ Company and the Politics and Trade of London 1000-
1485 (New Haven, 1995), p. 433.
26 Kingdon ed., Facsimile of the First Volume of MS. Archives of the Worshipful Company of Grocers, p. 
213. ミンストレルたちに支払った金額だけでなく、彼らの衣装代や飲食代も含まれていた可能性がある。
27 たとえば、食料品商の同業組合では、ヘンリ4世の治世9年（1407-8年）、市長の就任に際して行われた行
列には7人のミンストレルを雇い、4ポンド13シリング4ペンス支払った。Ibid., p. 102. 
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業組合も同じくらいの数のミンストレルを雇った可能性がある。当時のロンドン市長ジョ
ン・ウェルスが食料品商出身であったために、食料品商の同業組合が特別多額の出費をし
て準備をした可能性もあるが、他の同業組合も同じような準備を行っていたと仮定すると、
ロンドンの有力同業組合だけで200人以上のミンストレルが動員されたと考えられる。
　続いて、ページェントの様子を見ていく。英詩によると、馬に乗ったヘンリ6世は、市長
らとともに、ロンドン市のテムズ川対岸、サザックに到着した。ロンドン橋からページェ
ントが始まる。その後、ヘンリ6世の行列は、金銀細工商の店が立ち並ぶ、ロンドン市の目
抜き通りチープサイドを通り、セント・ポール大聖堂へと進むという経路をとった28。ペー
ジェントは以下の6地点に置かれた。 
1. サザック側、ロンドン橋の入り口
2. ロンドン橋の吊り上げ橋
3. コーンヒルのコンディット（給水設備）
4. コーンヒルのもう一つのコンディット
5. チープサイドのコンディット
6. チープサイドの十字架
　これらのページェントの地点は、他の入市式でもしばしば利用された場所である。はじ
めにヘンリはロンドン橋で、刀を携えた巨人に出迎えられる29。次に、ロンドン橋の吊り
上げ橋には、「自然」（Nature）、「恩寵」（Grace）、「運命」（Fortune）という3人の貴婦人と、
14人の乙女たちがおり、王を迎えた。7人の乙女たちはそれぞれ白い鳩を空に放った。残
りの乙女たちは、王に7つの美徳を象徴する7つの贈り物を与える。そして、3人の貴婦人
と14人の乙女たちは、国王を歓迎する歌（ロンデルRoundel）を英語で歌った。実際には、
これらの貴婦人と乙女たちは、女性ではなく少年により演じられていたことが、このペー
ジェントを用意したロンドン橋の役員（Bridge wardens）の記録から分かる30。
　この歌のあとで、国王は、コーンヒルのコンディットまで進む。コーンヒルのコン
ディットには、智の礼拝堂（a tabernacle of wisdom）が作られた。そこには「知恵」（Dame 
28 ランカシャーによれば、この経路は、14世紀以降ほとんどすべての入市式で利用された。Lancashire, 
London Civic Theatre, pp. 46-47.
29 ロンドン橋における巨人像はしばしば入市式で使われた。同じ大道具を使い回したこともあったと推
察される。Harding, V., ‘Pageantry on London Bridge’, in Watson, T. B. and Dyson, A. eds., London 
Bridge: 2000 years of a River Crossing (London, 2001), pp. 114-15, esp. p. 115. 
30 ロンドン市公文書館（London Metropolitan Archives）に収められているロンドン橋の記録については、
ロンドン大学ロイヤル・ホロウェイ校のキャロライン・バロン教授にご教示いただいた。
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Sapience）がおり、自由七科を表わす7人の人物がいた。キプリングによれば、「知恵」は救
世主としての国王の「花嫁」に見立てられているという31。
　コーンヒルのもう一つのコンディットには少年王が座っていた。キプリングによれば、
これはソロモン王の象牙の玉座のイメージであり、キリストの公現を祝う儀式においてし
ばしば見られる場面であった32。またここには、「慈悲」（Mercy）、「真理」（Truth）、「仁慈」
（Clement）というキャラクターと、2人の裁判官と8人の法律家がいた。
　チープサイドのコンディットでは、水の代わりにワインが流され、旧約聖書のエノクと
エリアがおり、救世主キリストならぬヘンリ6世を待っていた33。この場面では、カナの婚
礼におけるキリストのイメージが重ねられている34。コンディットにおいて、水の代わり
にワインが流されることは、他の入市式でもしばしば見られた35。リドゲイトの英詩では、
ワインの流れるこの「泉」（well）は市長ジョン・ウェルス（Wells）の名前にちなんだもの
とされた。
　最後のページェントは、チープサイドの十字架前に置かれた。そこには、碧玉の城と二
本の木が置かれた。キプリングによれば、碧玉で作られた光り輝く城は『ヨハネの黙示録』
の「新しいイェルサレム」をイメージしたもので、ここでヘンリは、第二の（新しい）イェ
ルサレムとしてのロンドンに入ったことになるという36。また、木の一本はエッサイの木
を示し、もう一本は聖エドワードと聖ルイからヘンリ6世までの系図を示していた。ヘン
リの王位の正統性を、キリストになぞらえて示したものと考えられる。その後、セント・ポー
ル大聖堂においてテ・デウムが歌われたのち、ヘンリ6世と市長はウエストミンスターへ
移動した。
　これまでも指摘されているように、この入市式には、道徳を表わすキャラクターが数多
く登場した。また、この入市式のページェントには、それ以前にロンドンへの入市式に見
られた騎士道的イメージは存在しないことが、キャロライン・バロンによって指摘された37。
また、キプリングは、この入市式のページェントにキリスト公現のイメージが用いられて
いると論じ38、国王に、制圧者ではなく良い王になってほしいという市民の願いが込めら
31 Kipling, Enter the King, pp. 152-53.
32 Ibid., p. 156. 
33 Ibid., p. 156.
34 Ibid., p. 163.
35 Lancashire, London Civic Theatre, p. 43.
36 Kipling, Enter the King, p. 167.
37 Barron, C., ‘Chivalry, Pageantry and Merchant Culture in Medieval London’, in Coss, P. and Keen, M. 
eds., Heraldry, Pageantry and Social Display in Medieval England (Woodbridge, 2002), pp. 219-41, esp. p. 
231. 
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れていると解釈した39。しばしば指摘されることであるが、この入市式には、1432年当時
まだ11歳の少年であったヘンリ6世へ向けた、市民たちの希望が現れているといえよう。
　リドゲイトの英詩は、ページェントを描写したのちに、次の土曜日に王へ1000ポンドが
送られたことを述べ、最後の4詩節はロンドンを賛美する内容となっている。
　
３　マーガレット・オヴ・アンジューの入市式
　ヘンリ6世の入市式から13年後、ヘンリの妃となるマーガレット・オヴ・アンジューが
ロンドンに入った。1445年5月のことである。『レター・ブック』は、この入市式について
はほとんど記していないが、複数の年代記に、市長とシェリフ、参事会員らがブラックヒー
スへ赴き、マーガレットを迎えたことが記された。ロンドンの年代記The Great Chronicle
は、市長と参事会員は赤（scarlet）の衣装を身につけていたと述べている40。1432年のヘ
ンリ6世の入市式の際は、市長が、参事会員らとは異なる衣装を身につけたとされたが、
1445年の入市式では、記録に残っている限りでは、彼らは同じ衣装を身につけていたこと
になる。また、マーガレットの入市式にかかった費用は500マルクで、市民たちは1000ポ
ンドを彼女に贈った41。
　次に、同業組合の会計記録を見てみよう。金銀細工商の同業組合の会計記録の中にヘン
リ6世から金銀細工商の同業組合に宛てた1444年11月30日付の手紙の写しが残る。この
手紙の一部は以下の通りである。
私は報せを受けているが、あなた方の同業組合は、いつも特に目立って（良く）、
ふるまってきた。特にパリでの戴冠を終えて、私がイングランドに到着した時に
は。その件については、特別な感謝の気持ちを伝えたい。そして、前述した私の妻
の到着にあたっては、私の王国の名誉と威厳に見合うように、考えうる最高のや
り方で、私の妻を出迎える準備をしてくれることを願っている。それによって、
あなた方は、私に最高の喜びをもたらしてくれるだろう。そうすれば早晩、私か
らの恩顧のしるしを、あなた方に示すことができるだろう42。
　このように、ヘンリは1432年の入市式に触れ、マーガレットの入市式についても、「でき
38 Kipling, Enter the King, p. 169. 
39 Ibid., pp. 162-63.
40 Thomas and Thornley eds., The Great Chronicle of London, pp. 177-79.
41 Barron, London in the Later Middle Ages, p. 19.
42 これは筆者による試訳である。原文は中世英語で書かれたが、引用部のジェファソンによる現代英語訳
を示しておく。‘…as we have been informed, your mystery has always most notably acquitted itself, 
especially at the time of our arrival home from our coronation in Paris, for which we know that you 
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るかぎりのやり方で、彼女を迎えてくれるように」と頼んでいる。そして、何らかの見返り
を約束した。金銀細工商の同業組合では、この手紙を受けて、集会をもった。そこで、組合
員は首に銀色の飾帯をつけ、赤い頭巾を身につけること、また役員経験者には従者をつけ
ることなどが決まった。従者たちは、黒いチュニックの上から白い衣装を着て、刺繍の入っ
た黒い頭巾と黒いフェルト地の帽子をかぶることとなった43。マーガレットの入市式のた
めの衣装代その他に５ポンドかかったと会計記録には記されている。しかし、この出費は、
同業組合の正規の支出としては認められなかったと書かれ、その理由は記されていない44。
　また、金銀細工商の同業組合は、ミンストレルへの支払いのために計23ポンド19シリン
グ2ペンスを集めた。例年、金銀細工商は、市長やシェリフの行列に同行するミンストレル
には、10～ 16シリングを支払っていた45。金銀細工商の組合がこれほどの出費をした背景
には、国王の手紙からうかがえる「見返り」への期待があったのかもしれない。他の同業組
合も、金銀細工商のように、特別にお金を集めていた場合、別会計になり、通常の会計記録
からは抜け落ちた可能性もある。金銀細工商の記録からは、入市式が、ロンドンの商人た
ちにとって、国王との関係を良好に保つための機会でもあったことが分かる。
　また、仕立商の同業組合では、この入市式のために、1ポンド5シリング5ペンスかけて
衣装を準備することを決めたと記録している。同業組合のマスターと4人の役員（warden）
が着る銀色のマント（mantles of silver）を仕立てるための出費であった46。 
　マーガレットの入市式のページェントについては、年代記と英詩から、再現がこころみ
られた。それらによると、マーガレットの入市式には7つのページェント地点があったと
考えられる47。ヘンリ6世の1432年の入市式のときと同じく、ロンドン橋を通りセント・ポー
should have most especial and singular thanks. And we pray you that at the arrival of our said wife 
you shall prepare yourselves to meet her in the best manner that you shall think ﬁt for the honour 
and reverence of this our kingdom, and in this you will bring us the greatest pleasure and will cause 
us in time to come to show you the favour of our good grace’.　Jeﬀerson, L. ed., Wardens' Accounts and 
Court Minute Books of the Goldsmith's Mistery of London, 1334-1446 (Woodbridge, 2003), pp. 532-35.  
43 Ibid., p. 535. 年代記によって衣装についての記述は異なっており、市民たちは茶色の衣装を身につけてい
たとする年代記もある。Fabyan and Ellis eds., The New Chronicles of England and France, pp. 177-78; 
Thomas and Thornley eds., The Great Chronicle of London, p. 186.
44 Jeﬀerson, Wardens' Accounts and Court Minute Books of the Goldsmith's Mistery of London, pp. 538-39. 
45 残念ながら、1432-33年については金銀細工商組合の会計記録が現存しないため、ヘンリ6世の入市式の
際の出費との比較はできない。しかし、1445年の金銀細工商の同業組合の出費は、食料品商の同業組合
が1432年の入市式に費やした金額の3倍近くにのぼっていることは指摘できる。
46 Clode, C. M., Memorials of the Guild of Merchant Taylors of the Fraternity of St. John the Baptist, in 
the City of London and of Its Associated Charities and Institutions (London, 1875), p. 61. 
47 Brown, ‘Lydgate’s Verses on Queen Margaret’s Entry into London’, pp. 227-34; Gairdner, The 
Historical Collections of a Citizen of London in the Fifteenth Century, p. 186. 
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ル大聖堂へ赴くという経路をとった。しかし、1日で執り行われたヘンリの入市式とは異
なり、マーガレットの場合は戴冠式をともなう入市式であるため、2日かけて行なわれた 
。1日目の入市式の後、マーガレットはロンドン塔に泊まり、翌日入市式の続きが行われ
たのである。ページェントが置かれたのは、以下の地点である。
 
1日目
　1. サザック側のロンドン橋の入り口
　2. ロンドン橋の吊り上げ橋
2日目
　3. レデンホール（Leadenhall）
　4. コーンヒルのコンディット
　5. チープサイドの大コンディット
　6. チープサイドの十字架
　7. セント・ポール大聖堂近くの教区教会（The Church of St Michael at Querne）49
　ページェントの数が、ヘンリの入市式の時よりも多かったのは、入市式が2日に渡って
行なわれたためかもしれない。ただし、個々のページェントの規模が分からないため、マー
ガレットの入市式の方が大規模であったとはいえない。 
　まずロンドン橋のたもとで、2人の女神が、マーガレットはイングランドとフランスを
結び付け平和をもたらすと英語で述べ、マーガレットを迎えた。ロンドン橋の吊り上げ橋
でのページェントはノアの箱舟をテーマにしており、マーガレットはオリーブの枝を運ん
でくる白い鳩、平和の象徴であるとされた。
　次の日のページェントはまずレデンホールに置かれた。レデンホールは市場であり、こ
の場所には1455年に穀物庫が新設された。この入市式の行なわれた1445年には、穀物庫が
一部完成していたと考えられる50。ここで「恩寵」（Madame Grace）がマーガレットを出迎
えた51。次にコーンヒルでは、竜を退治した聖マルガリタが登場した。チープサイドの大コ
ンディットには、賢明な乙女たちと愚かな乙女たちがおり、マーガレットは賢明な乙女の
一人に数えられた。コンディットからはワインが流された。そして、チープサイドの十字
48 Lancashire, London Civic Theatre, p. 134. 
49 チープサイドのスタンダード（旗の掲揚所）にも、ページェントが置かれたとロンドン市民グレゴリーの
年代記は記している。Gairdner ed., The Historical Collections of a Citizen of London in the Fifteenth 
Century, p. 186. 
50 Samuel, M., ‘‘The Ledene Hall’ and Medieval Market’, in Milne, G. ed., From Roman Basilica to 
Medieval Market: Archaeology in Action in the City of London (London, 1992), pp. 39-50.
51 Kipling, Enter the King, p. 194. 
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架において、マーガレットは「イェルサレムへと続く聖なる階段を上る」と語られた。最後
のページェントでは聖母マリアが登場した。このページェントでは、マリアがマーガレッ
トのために祈ってくれるように、という内容のスピーチが行なわれた。全体として、マー
ガレットの入市式には、王国に平和をもたらす人としてのマーガレットのイメージが提示
されている。
　マーガレットの入市式では、1432年のヘンリ6世の入市式とは異なり、英語のスピーチ
が取り入れられた。マーガレットの入市式に英語スピーチが用いられたことで、聴衆の多
くにとって、ページェントの意味が理解しやすくなったのではないだろうか。入市式は、
国王や王妃の「聖なる」イメージを聴衆にアピールする機会であったとともに、「聖なる」
「第二のイェルサレム」ロンドンのイメージを、聴衆に伝える機会でもあったと考えられる。
ただし、各ページェントは、入市者が通る時にのみ演じられたため、聴衆は一連のページェ
ントをすべて見ることはできなかったということは指摘しておきたい。
むすびにかえて
　以上、ヘンリとマーガレットの入市式がどのように行われたのか見てきた。結果として、
ロンドンの市民にとっての入市式について、以下の3点を指摘したい。
　第一に、同業組合の記録から、どちらの入市式においても、市長やシェリフの行列と比
べて多額の出費があり、大勢のミンストレルが雇用されたことが分かった52。市外から動
員されたミンストレルもいたと考えられるし、普段はミンストレルとして活動していな
かった人が、この機会にのみミンストレルとして雇用されたこともあっただろう。同業組
合員が行列に加わる際に、ミンストレルを伴っていることが重視されていたことは、市が
1380年代にシェリフの行列のコスト削減を図った際にもミンストレルが削減対象にはな
らなかったことからも確認される53。
　第二に、入市式に際して、市民たちがブラックヒースまで行列を作って赴いたというこ
とに着目したい。1432年にヘンリ6世を迎えるためにブラックヒースに赴いた行列の様子
は、リドゲイトの詩に詳しく描写された。1445年のマーガレットの入市式の際は、ページェ
ントの内容をほとんど描写していない年代記にも、市長と市民たちがブラックヒースまで
マーガレットを迎えに行ったことは省略せずに記された。ブラックヒースまで赴く行列そ
のものが、ロンドンの市民たちにとって重要な意味を持っていたのではないだろうか。こ
の行列によって、市民たちは自らの序列を確認することができたし、市の指導者層の力を
王やロンドン内外の人々に誇示することもできたと考えられる。また、入市式は、都市ロ
52 筆者はロンドンで活動したミンストレルに関心を持ち、研究を行ってきている。Ueno, M.,‘Minstrels in 
Late Medieval London’, The Haskins Society Journal Japan 4 (2011), pp. 58-64.
53 Lancashire, London Civic Theatre, p. 54. 
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ンドンの威光とともに、ロンドンの有力同業組合の力を、入市者および聴衆にアピールす
る場でもあったと考えられる。都市にとっての国王入市式について考える際には、市内に
置かれたページェントだけでなく、王を迎えに市外まで赴いた行列にも目を向ける必要が
あるのではないだろうか。
　最後に、15世紀から16世紀の国王入市式の変化の中で、本稿で扱った2つの入市式をと
らえてみたい。ヘンリ6世の入市式に関しては、市の書記官ジョン・カーペンターの働きか
けによりリドゲイトが英詩を残したと考えられている。入市式の様子を詳細に記したこの
英詩は複数の年代記に記録された。また、マーガレットの入市式では、英語によるスピー
チが初めて導入された。英語のスピーチは、16世紀にかけて定着していくこととなる。15
世紀の前半に行なわれた2つの入市式は、記録することが意識された点、英語のスピーチ
が行なわれた点で、16世紀へ向けた転換点となる入市式であったといえるのではないか。
　15世紀末以降、国王をブラックヒースまで迎えに行く慣習は失われていく。さらに、15
世紀には入市者はサザックからロンドン橋を通ってロンドンへ入っており54、ロンドン橋
が入り口として重要な役割を果たしていたと考えられるが、この慣習も16世紀には見られ
なくなっていく。その一方で、16世紀のロンドンでは、市長の就任にともなって行われる
行列は、ロード・メイヤーズ・ショウと呼ばれるようになり、華やかに執り行われるように
なる。今後、16世紀ロンドンにおける国王入市式と、15世紀のそれとの関係性について考
察することで、近世に向けた国王入市式の変化を具体的に跡付けることができるのではな
いだろうか。また、15世紀にイングランドや他のヨーロッパの都市で行われた国王入市式
と、ロンドンの国王入市式との共通点・相違点を探ることにより、ロンドンの特徴が明確
化されるだろう。これらの点については今後の課題としたい。
キーワード
ロンドン史、国王入市式、15世紀イングランド
History of London, Royal Entry, 15th century England
54 15世紀のロンドンでは、夏至の祭りであるミッドサマー・ウォッチや市長の就任に伴う行列なども行わ
れていた。しかし、ミッドサマ ・ーウォッチや市長の行列では、ロンドン橋が使用されることはなかった。
外からの訪問者を迎える際に、ロンドン橋が入り口として重要であったと考えられる。
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英文要旨
Royal Entry in Fifteenth Century London: The Entry of King Henry VI (1432) and that of Margaret 
of Anjou (1445)
The aim of this paper is to reconsider royal entry into London during the late medieval period, and 
focuses on the entry of King Henry VI in 1432 and of Margaret of Anjou in 1445. 
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